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日本先史古代研究会 仮称“きび”考 22 年秋季号 寄稿 

巨石探訪紀 ①金山巨石群（岐阜県下呂町） 

                                       日本先史古代研究会 会員 延原勝志（陶芸家）  

 

 7～8 年前の事ですが、備前焼の中世における流通路について調べていた。基本的には、瀬戸内海の海路が主に使われて

いたのだが、その沿岸の見晴らしの良い山に神社・仏閣があるのに気付いた。（仮説：光通信の跡ではないのか？）又その山

には巨石又は石積み等が有ることが多く、いつの間にか巨石を中心に調べることが多くなっていた。 

 昨年俳優の近藤正臣さんにその事を話した時、岐阜の正臣さんの別荘の近くに、とてつもない巨石群があるから遊びに来な

いかとのお誘いを受け行って来た。（正臣さんとは 30 年近いお付き合いをさせていただいている）方位磁石等を持ち、ワクワク

とした気持ちでその巨石群を見に連れていただいて、その大きさに確然とした。又調査も既に済んだ後で、案内板には詳しい

説明がされていたので、この金山巨石群の説明版のコピーを紹介いたします。 

 先ずこの巨石群が出来たのはＢＣ1000～500 年前（下記図面参照）に積まれた（完成された）。それは太陽運行と日数の関係

から割り出されている。このような急な山腹にこれ程の石を重機の無い時代にかつ正確に積むのは驚きの限りである。又石の

磁場（古地磁気学Ｐ-17）からみて人間が動かせた事に間違いないと感じた。 

 吉備地方にも方位岩・巨石が残っていますが、多分金山巨石群と同時期かその前後であり、時代からすれば弥生時代の初

め農耕の始まりの時期であり、太陽観測の必要が生じた結果ではないかと考えています。岐阜県下呂町の方に行かれる事が

あれば、是非立寄って下さいますようご案内申し上げますと共にこの資料を見ていただきご意見などを聞かせて頂けますれば

幸いです。 

 

   なぜＢＣ1000～ＢＣ500 年頃？ 

      金山巨石群では、岩屋岩蔭遺跡巨石群の内部にある測定石（4 年に一度のうるう年の観測が出来る石組）での太陽

観測から導き出される数値（＊太陽運行と日数との関係）によって、測定石が設置されたと推定できる年代がＢＣ

1000－ＢＣ500 ごろまで遡ることが出来ることから、この頃の北斗七星の運行を再現しました。（＊）観測ポイント⑫

の説明参照 
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